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カノ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima braenubilia LEEcH は , 中 国 大 陸 西 ・ 中 ・ 南 部 , 海南 島 お よび 台湾 に 分 布 
する ウラ ナミ ジャ ノ メ 属 軍 放 zzZ の 大 型 種 で 。 これ まで この 種 の 幼生 期 , 食 草 な ど は まっ た く 不 明 で あっ 
TE 

著者 の 一 人 , 李 は , 近年 台湾 北部 , 台北 市 近郊 の 陽明 山 國家 公園 で 本 種 の 台湾 産 亜 種 Y、 カ kanonis Ma- 
TSOMURA の 産卵 行動 を 観察 し , 産卵 植物 を 確認 し た . 著者 ら は , 李 が 母 蝶 に 産卵 させ て 得 た 卵 を 飼育 し 
て 成虫 を 羽化 させ , 発育 の 過程 や 幼生 期 の 形態 な ど を 観察 する こと が で きた . COCR MMO HAS iE 
L, 最近 得 ら れ た 生態 的 知見 に つい て 報告 する . 











I. 5h - 55r - HMMs 


BB 色彩 は 淡 緑 色 で 球形 に 近い が , その 側面 観 は いく ら か 下 ぶ くれ と な うり, 表面 全体 に 細か い 網 目 模様 が あ 
5. 大 き さ は 直径 1.1mm, 高き 1.1 mm 程度 で , ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ (0.8, 1.0mm), ウラ ナミ ジャ ノ 
メ (0.9, 0.8mm) (白水 ・ 原 , 1960) より も 明らか に 大 型 で ある (Fig.1). 
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Fig. 1. Egg of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, lateral aspect. 
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1 齢 幼虫 頭 幅 約 0.7mm, 体長 5-6mm (以下 最大 体長 を 示す ). 

頭頂 部 に は 丸 味 を 帯び た 1 対 の 突起 が あり , 前 面 観 は いく ら か 下 ぶ くれ と な る . 頭 部 の 前 面 お よび 側面 に 
は 数 個 の い ほ 状 突起 が あり , それ ぞ れ 一 次 刺 毛 を 伴 な う . これ ら の 刺 毛 の 先端 は 細く 和 失 る . 頭 部 の 地 色 は 淡 
褐色 で , 前 額 部 か ら 側 面 に か け て , た すき 状 の 暗 褐色 帯 か ある (Figs. 14, 30). 

胴 部 は ほほ 円 筒 形 で , 尾 端 の 1 対 の 突起 は いく ら か 外 方 に 開く . 地 色 は 淡 緑 褐色 で , 背 線 と 亜 育 線 は 赤 褐 
E, 体側 に 幅広 い 茶褐色 帯 が あり, その 背 側 と 腹 側 に それ ぞ れ 同色 の 細 和 人 条 を 伴 な う . 胸部 お よび 腹部 の 各 節 
に 生じ た 1 次 刺 毛 の 基部 は 膨らみ , その 先端 部 は 球状 と な る . 一 次 刺 毛 の 基部 と 先端 部 は 無色 で ある が , 中 
間 部 は 暗 褐色 を 示す (Figs. 2, 14, 2D. 


2 齢 幼虫 頭 幅 約 0.9mm, 体長 8-9mm. 

頭頂 部 の 1 対 の 突起 は や や 長く な り , その 先端 は 失 る . これ ら の 突起 に は , それ ぞ れ 二 次 刺 毛 を 伴 な う 多 
く の 円 雛 状 の 微小 突起 が 見 られ る . 頭 部 の 前 面 お よび 側面 に は , いく つか の いぼ 状 小 突起 が あり , 頭 部 全体 
は 多数 の 二 次 刺 毛 に 被 わ れる . 頭 部 の 地 色 は 淡 褐 色 で , 側面 か ら 見 る と 1 対 の 突起 の 前 半 部 か ら 後 頭 部 に か 
け て 暗 褐 色 帯 が 延び の る. さら に 頭 部 前 面 中 央 に は 入 の 字形 の 暗 褐 色 帯 が 見 られ る (Figs.15, 3D. 

胴 部 の 地 色 は 淡 緑 褐色 . 背 線 は 茶褐色 で 各 節 に 肥厚 部 が ある . 亜 背 線 は 赤褐色 で や や 波形 と な り , その 腹 
側 に 同色 の 細線 を 伴 な う . これ ら の 条 線 の 腹 側 に は 幅広 い 黄 白色 帯 か ある . 

体側 に は 顕著 な 茶褐色 帯 が あり , その 背 側 と 腹 側 に 同色 の 細 条 を 伴 な う . 気 門 は 前 胸部 と 第 9 腹 節 の も の 
は 黒色 , 第 1-8 腹 節 の も の は 茶褐色 で ある . 気 門下 線 は 淡色 で 白色 に 近く , 茶褐色 に 縁 ど られ る (Figs. 3, 
15, 22). 

胴 部 全体 に 密生 する 二 次 刺 毛 は 暗 褐色 で , それ ら の 基部 は 無色 , また 気 門下 線 か ら 基 線 に か け て 密生 する 
二 次 刺 毛 は 無色 と な る . 








3 齢 幼虫 頭 幅 約 1.4mm, 体長 10-11 mm. 

頭 部 の 形態 は 2 齢 幼虫 と 大 差 な い が , い ほ 状 小 突起 の 数 が 多く な り , と くに 背 半 部 で その 密度 が 高く な 
る . 頭 部 側面 に は , さら に 単眼 付近 を 横 ぎ り 後 頭 部 に 達する 暗 褐 色 条 が 現れ る (Figs. 16, 32), 

胴 部 の 地 色 は 淡 褐 色 と な り , 緑色 味 が 消え を , と ま か い 褐色 の 斑点 を 密 布 し た 状態 と な る . 背 線 と 亜 背 線 は 
FRET, と も に 各 節 の 末端 部 で 肥厚 する . 第 3 腹 節 の 亜 背 線 の 背 側 に 1 対 の 顕著 な 黒褐色 斑 が 現れ る が , 
これ は 2 齢 期 以前 に は 見 られ な い 特 徴 で あり , 4S OK EORM 2 CHET S (Figs. 16, 23). 

体側 を 走る 暗 褐 色 帯 は , その 背 側 と 腹 側 に それ ぞ れ 同色 の 細 条 を 伴 な う . この 暗 褐 色 帯 と 上 記 の 亜 背 線 と 
の 間 は , 白色 に 近い 淡 褐 色 帯 を な す . 気 門 は すべ て 黒色 で , この 特徴 は 終 齢 まで 維持 され る . 気 門下 線 は ほ 
ほぼ 白色 で , その 上 緑 は 暗 褐色 に 縁 ど られ る (Figs.4, 16. 

胴 部 全体 に 密生 する 二 次 刺 毛 に は 暗 褐 色 の も の と 無色 の も の と が ある . 





4 齢 幼虫 頭 幅 約 1.6mm, 体長 12-13 mm. 

頭 部 の 1 対 の 突起 の 形 は , 2- 3 齢 の も る の より も や や 短く 丸 味 を 帯び る . 頭 部 側面 を 斜め に 走る 2 KORE 
色 帯 の 間 に , さら に 第 3 の 暗 褐 色 帯 が 現れ , 頭 部 の 斑紋 は いっ そう 複雑 と な る . い ほ 状 小 突起 の 数 は さら に 
増加 し , この ほか に 微小 な 円 凶 状 突起 が 頭 部 の ほほ 全面 に 密生 する . これ ら の 微小 突起 に は それ ぞ れ 二 次 刺 
毛 を 伴 な う . な お , 2 齢 以後 の 図 で は , これ ら の 微小 突起 の 大 部 分 を 省略 し て 描い て ある (Figs.17, 33. 

胴 部 の 地 色 は 淡 褐 色 . 亜 背面 の 是 褐 色 斑 の 数 は 増加 し , すく な く と も 第 1 - 6 腹 節 に も 及び , 第 3 腹 節 の 
も の が も っ と も ゃ 大 形 で , 全体 と し て や や 複雑 な 斑紋 を 形 づ く る (Figs.5, 24), 体側 の 茶褐色 帯 は いく ら か 
波形 と な り , RARE on, その 背 側 お よび 腹 側 に 同色 の 条 線 を 伴 な う . 気 門下 線 は 白色 に 近く , E 
色 に 縁 ど られ る . 
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Figs.2-13. Larvae and pupa of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA. 2711. 
Larvae. 2. Ist instar. 3. 2nd instar. 4. 3rd instar. 5- 6. 4th instar. 7 -8. 5th instar. 
9-10. 6th instar. 11. 7th (final) instar. 12. Pre-pupa. 13. Pupa. 


前 胸部 側面 に 気 門 を と り 囲 む 黒 色 帯 が 現れ る . また , Hi OBR MO RREI TONE AERA 
色 帯 が 現れ る . この 2 つの 特徴 は 3 齢 期 以前 に は 見 られ な か っ た も の で あり , と も に 終 齢 期 ま で 引き 継が れ 
る (Figs.6, 17). 


5 齢 幼虫 頭 幅 約 1.9mm, 体長 22-23 mm. 

頭 部 の 地 色 は や や 障 化 し て 茶褐色 と な り , 暗 褐色 帯 に は 個体 変異 が 多い . 1 対 の 突起 の 先端 部 は 個体 に 
よっ て いく ら か 赤 味 を 帯び る 場合 が ある (Fig. 30. 

胴 部 の 地 色 は 淡 灰 褐色 で , 第 4 腹 節 中 央 部 を 境 と し て , 前 半 は 褐色 を , 後半 は 灰白色 を 帯び る . MRE. pE 
紋 上 の 特徴 は いっ そう 終 齢 に 近づく . 亜 背面 の 黒褐色 の 模様 は 著しく 複雑 と な り , 終 齢 幼虫 の 斑紋 構成 の 基 
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Figs. 14-20. Larvae of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, lateral aspect. 14. Ist 


instar. 15. 2nd instar. 16. 3rd instar. 17. 4th instar. 18. 5th instar. 19. 6th instar. 20. 
7th (final) instar. 
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Figs. 21-27. Larvae of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, dorsal aspect. 21. 
instar. 22. 2nd instar. 23. 3rd instar. 24. 4th instar. 25. 5th instar. 26 — 27. 6th inst 
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Figs. 28-29. Larvae of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, dorsal aspect. 7th 
(final) instar. 
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Figs. 30-38. Larval head of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, frontal aspect. 
30. 1st instar. 31. 2nd instar. 32. 3rd instar. 33. 4th instar. 34. 5th instar. 35 — 36. 6th 
instar. 37 — 38. 7th (final) instar. 


本 型 が で き 上 が る (Figs. 7, 8, 18, 25). 

育 線 は 各 体 節 で 独特 の 肥厚 部 を つく り , 胸部 や 第 4 - 8 腹 節 で は し ば し ば 1 対 の 細 条 と な る . 第 1- 6 腹 
Sho, 三角 形 , くさ び 形 , ある い は 点 状 の 黒褐色 斑 が 見 られ る . 第 4 腹 節 亜 背面 は 強く 赤 味 を 帯 
びる . 第 3 腹 節 前 半 部 に も この 傾向 が 見 られ る が , その 程度 は 弱い . 第 4 腹 節 の 後半 部 は 著しく 淡色 と な り , 
灰 日 色 を 示す . これ ら の 特徴 は 終 齢 期 ま で 引き 継が れる . 亜 背 部 に は 波形 の 黒褐色 帯 が あり , 第 8 腹 館 か ら 
尾 端 に か け て の くさ び 形 黒色 帯 に 続く . 体側 を 縦走 する 茶褐色 帯 は 強く 灰色 を 帯び て 薄 黒 色 と な る . 気 門 上 
線 と 気 門下 線 は 淡色 で 白色 に 近く , と も に 赤褐色 に 縁 ど られ る . 

全身 に 密生 する 二 次 刺 毛 に は 黒褐色 の も の と 無色 の も の が あり , 後者 の 方 が や や 短い . 

亜 腹 部 に は 黒褐色 帯 が あり , 内側 に 同色 の 細い 条 線 を 伴 な う . この 特徴 は 終 齢 期 ま で 引き 続い て 見 られ 
る . 
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6 齢 幼虫 頭 幅 約 2.5mm, 体長 25-26 mm. 

頭 部 の 茶褐色 と 暗 褐色 に よる 斑紋 構成 は , SMRLO 7 dS RED 幼虫 と ほぼ 同じ で ある が , ARRAS 
大 きく , 中 に は 前 面 観 と お いて , 背 半 部 が 暗 褐色 , 腹 半 部 が 茶褐色 と な り , 斑紋 構成 が 単純 化す る も の る ゃ 見 
られ る . 頭 部 の 背 半 部 に は 数 個 の 灰白色 の いぼ ほ 状 小 突起 が あり , その ほか , 二 次 刺 毛 を 伴 な う 幅 雛形 の 徴 小 
突起 が 頭 部 全体 に 密生 する (Figs. 35, 36). 

胴 部 の 地 色 お よび 背面 ・ 亜 背面 の 模様 の 基本 型 は 5 齢 幼虫 と ほぼ 同じ で ある が , 左右 1 対 の 斑紋 が た が い 
と つなが る 傾向 が 強く な り , いっ そう 7 齢 ( 終 齢 ) に 近づく (Figs.9, 10, 19, 2D. し か し これ ら の 斑紋 
に は 個体 変異 が あり , Fig.26 の よう な も の も 見 られ る . 

亜 背 部 に は 暗 褐色 斑 を 伴 な う 黄 視 色 の 波状 帯 が か あり , その 背 縁 部 に は か な り 顕 著 な 白色 毛 の 列 が 見 られ , 
この 特徴 も 終 齢 まで 引き 継が れる . 

胸 脚 と 腹 脚 は 黒褐色 と な り , これ は 終 齢 で も 同様 で ある (Fig.19). 


7 齢 幼虫 頭 幅 約 4.0mm, 体長 37-39 mm. 

野外 で は 体長 40 mm 以上 に 達する も の も ある と 思わ れる . 

BRO 1 対 の 突起 の 先端 は や や 丸 味 を 帯び る . 頭 部 の 地 色 は , 多く は 茶褐色 で 暗 褐色 の 斑紋 が あり , 斑紋 
構成 は 6 齢 幼虫 と 基本 的 に 同じ で ある . し か し , 個体 変異 が 多く , 中 に は Fig. 38 の よう に 頭 部 前 面 の 大 部 
分 が 一 様 に 暗 褐色 と な る 個体 も 見 られ る . 頭 部 に は 灰白色 の い ほ 状 小 突起 が 散在 し , その ほか 暗 褐 色 の 二 次 
刺 毛 を 伴 な う 円 雛 状 の 微小 突起 が 頭 部 全体 に 密生 し て いる (Figs. 37, 38). 

胴 部 の 地 色 は 淡 褐 色 で , 第 4 腹 館 中 央 部 を 境 と し て 胴 部 の 前 半 部 は 茶褐色 を , 後半 部 は 灰白色 を 帯び る . 
斑紋 構成 は 6 齢 と 大 差 が な い (Figs. 11, 20, 28, 29). 

背 線 は 黒褐色 で , 第 1 - 6 腹 和 館 の 各 節 で し ば し ば 幅広 く な り , と き に 分 割 し て 複雑 な 斑紋 を 形 づ つくる こと 
も ある . 背面 の 模様 に は 個体 変異 が 多い (Figs.28, 29). 第 4 腹 館 前 半 部 で は 正中 線上 の 黒褐色 斑 の 両側 
の 領域 が 強く 赤 味 を 帯び , 第 3 腹 館 前 半 部 で も いく ら か この よう な 傾向 が 見 られ る . 

重 背 部 に は 濃淡 の アク セン ト の ある 稲妻 形 の 黒褐色 帯 が あり (Fig.28 の よ > に 部 分 的 に 消失 する 場合 も 
DHS), その 外側 に は 内 部 に 暗 視 色 斑 を 含む 黄 褐色 帯 が 見 られ る . この 黄 褐色 帯 の 背 縁 部 に は よく 目立つ 白 
色 毛 の 列 が あり , また その 腹 縁 部 に は 暗 褐 色 の 縁 ど り が ある . 

気 門 上 線 は 白色 に 近い 淡 褐 色 で 暗 礼 色 に 縁 ど られ , 上 記 の 波状 黄 褐色 帯 と の 間 は 灰色 を 帯び て 薄 準 色 と 
な る . 気 門 は 黒色 で その 大 部 分 は 淡 褐 色 に 縁 ど られ る が , 前 胸部 と 第 8 腹 節 の も の は , それ ぞ れ 黒色 横 帯 の 
中 に 埋没 し て 目立た な い . 気 門下 線 は 淡色 で 白色 に 近く , 気 門 上 線 と 同じ く 暗 褐色 の 縁 ど り が ある . 

胸 脚 と 腹 脚 は 黒 福 色 で ある が , 尾 脚 は 淡 福 色 で , その 後面 の み が 黒 補色 と な る . 亜 腹部 に は 腹 脚 に 治っ て , 
内 側 に 同色 の 細 条 を 伴 な う 黒 福 色 帯 が ある . 腹 中 線 も 同様 に 黒褐色 で ある . 

RTA & PRC MEL TAIA 7S (Fig. 12). 





$8 全長 約 20mm, 全幅 約 7mm, 全高 約 7mm. 
背面 地 色 は 暗 補色 . 胸部 の 両側 は 外 方 に 強く 鋭角 に 張り 出し , 胸 背 部 は 鋭い 楼 を な す . 

第 1, 第 2 腹 節 亜 背面 に は , それ ぞ れ 1 対 の 淡色 斑 が 現れ , 第 1 腹 節 の ぁゃ の は や や 大 型 で ある . 

第 4 腹 節 は 外 方 に 大 きく 張り 出し , 疫 の 最大 幅 を 形 づ く る . この 体 節 の 前 半 部 か ら そ の 後 縁 部 に か け て , 
弓 状 に 曲がる 入 状 の 隆起 部 が あり , その 前 面 は さら に 暗色 と な る . 

第 4 腹 節 か ら 尾 端 に か け て し だ い に 細 く な り , 第 5 - 9 腹 節 の 亜 背 面 に は , 4 1E DUEGLO 99 RKB 
部 が ある (Fig. 39). 
(EE 地 色 は 淡 褐 色 . 口 物 と 触角 は 後 凌 端 に 達する . 複眼 の 滑 眼 部 は 前 肢 に , 粗 眼 部 は 中 肢 に より , それ 
ぞ れ 部 分 的 に 被 い か くさ れ て いる . 前 肢 は 短く , nEDOl/DF2EE, 中 肢 は 長く , n9]03/ARE Fig. 40). 
3) 側面 地 色 は , 期 部 か ら 腹面 に か け て は 淡 褐 色 で 一 面 に こま か い 暗色 の 波状 班 が 見 られ る . その 他 の 部 分 
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Figs. 39-41. Pupa of Ypthima praenubilia kanonis Matsumura. 39. Dorsal aspect. 40. 
Ventral aspect. 41. Lateral aspect. 





Figs. 42-43. Adult of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA, female, from 
Yangmingshan National Park, northern Taiwan, China, emerged in June 14, 1987, 
J. LEE leg., M. TAKAHASHI bred. Forewing length, 60 mm ; wing span, 32.7 mm. 42. 
Upperside. 43. Underside. 


(LEE CHS, 

前 胸部 か ら 中 胸部 に か け て 高く 隆起 する が 後 胸部 で も っ と ゃ 低く な る . RH 1 - 4 腹 節 た か け て 
し だ い に 高 くせ り 上 が り , 第 4 腹 節 の 後 端 で 頂点 に 達する . 第 4 BOO EE ERR ERE, その 節 の 後 端 か ら 前 
方 に 向かっ て 弓 状 に 曲がり , 同じ 館 の 前 半 部 で 後期 端 に 接し て 終わ る . 

第 5 - 9 腹 節 の 亜 背面 に は 淡色 の 弱い 和 状 隆起 部 が ある . 

気 門 は 黒色 で , 第 2 - 8 腹 節 に 見 られ る が , 第 2, 3 節 の も の は 背 半 部 の み が 現 れる . 第 8 腹 節 の も の は 
所 化し て 痕跡 的 で ある (Figs. 13, 4D. 
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II. 生態 的 知見 

1. 台北 市 近郊 に お ける 分 布 と 採集 記録 
陽明 山 國家 公園 の 標高 500- 1000 m の 範囲 に 分 布 し , 巴 拉 峠 公路 沿い に は 比較 的 個体 数 が 多い が , その 他 

の 地域 に は 少な い . 最近 の 採集 記録 は つぎ の と お り で ある K ) 内 は 目撃 記録 〕. 

DEARA: 280192, 14. VIL 1985; 499, 25. VII. 1985; 30h, 3. VI. 1986; (12), 
5. VL 1986; 2828 499, 19, VI, 1986: (19), 21, VI. 1986, 68 AUSF, 11. VII. 1986, 
1084 (19), 10, VI. 1986; 12 ず ず , 25. VI. 1987 , 13 の ず 2 9 9, 12, VII. 1987. 

(② 夢 幻 湖 13 (2 9 95, 14, VII. 1985; 4 à dà, 5. VI. 1986; 18, 12, VII. 1987. 


(3 陽明 山 : 36 d, 25, VII, 1985; C10), 11. VII, 1986 ; 1 9, 10. VII, 1986 (1 82, 1. VI. 1987 ; 
193 12, VI. 1987. 
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Fig. 44. Map of Yangmingshan National Park and localities of Ypthima praenubilia 
kanonis Matsumura. Localities: ① Balaka Highway; ② Menghuan Lake; 


③ Yangmingshan. 
2. 生息 環境 


二 次 林 周 辺 の タイ ワン スス キ の 群落 の ある と ころ に 生息 する . 


3. 成虫 出現 期 と 周年 経過 


6 月 下旬 か ら 7 月 下旬 に か け て 出現 し , 6 月 下旬 か ら 7 月 中 旬 ど ご ろ 個 体 数 が 多い . 
飼育 に よる 周年 経過 の 1 例 を Table 1 に 示す . この 記録 に よれ ば , 卵 期 4 日 , 幼虫 期 321 日 , HA A 
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Table 1. Life cycle of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA in breeding (1986 — 
1987). 
Larva (instar) Adult 
Stage | E Pupa 
eey EE TE Oe ud mun GN dE negat PS 9) 
Date | VI/11 | VI/15 VI/21 VI/31 WM/19 IX/18 XI/1 IV/22 V/30| VI/1 VI/14 
4 6 10 19 30 44 172 38 2 13 — 
Period | | N 
(days) ls 4 321 13 
338 — 














と な り , 幼虫 期 が 著しく 長く , 全体 の 約 95% を 占め て いる . と くに 越冬 期 を 含む 6 MMI 172 日 間 に 達 し , 
6 齢 幼虫 は 越冬 中 食 草 を 少し ずつ 食べ て 生育 する . 


4. 成虫 の 習性 
飛び 方 は ゆる や か で 動作 は 鈍く , 樹液 を 好み , 地上 の 湿地 で 吸水 し た り , 花 を 訪れ た りす る こと と も ある . 
母 蝶 が 早朝 に 食 草 の 若葉 に 1 卵 ず つ 産 付す る の を 観察 し た . 


5. $$ 

野外 で 産卵 を 確認 し た 植物 は イネ 科 の タイ ワン スス キ Miscanthus sinensis ANDERS. subsp. formosanus 
Hack. C, これ は 李 が 1986 年 7 月 10 日 に 巴 拉 峠 公路 に お いて 観察 し た も の で ある . この 植物 は 陽明 山 國家 
公園 内 で は 普遍 的 に 見 られ る 野生 植物 で あり , 本 種 の 主要 な 食 草 と な っ て いる 可能 性 が ある . 

飼育 の さい は 日 本 産 の スス キ /7. sinensis ANDERS. で 1 齢 か ら 飼 育 し て 羽化 きせ る こと が で きる . また , 
同じ イネ 科 植 物 の エ ノ コ ログ サ S6e2722 viridis, チカ ガヤ Imperata cylindrica, パラ グラ ス Brachiaria mutica, 
ハイ メ ヒ シ バ 4xonopus compressusTz £C 5, すく な く と も る も 特定 の 齢 期 を 飼育 する こと が で きる し , カヤ ッ 
リグ サ 科 の 日 本 産 シ ラス グ ゲ Carex japonica CILMI O RR OAH CH oc. し か し イネ 科 の アシ ボッ 
Eularia viminea, = メ ヒ シ バ Digitaria timorensis な ど を 蜂 化 直後 の 幼虫 に 与え る と , 多く は 2 齢 に な ら ず 
に 死亡 し , 生き 残っ た も の も 2 内 期 の 途中 で 死亡 し て いる の で , すく な く と も これ ら の 植物 で は 1 齢 期 か ら 
の 飼育 は 不可 能 と 考え られ る . 
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Summary 


1, Morphological characters of immature stages of Ypthima praenubilia kanonis MATSUMURA in 
nothern Taiwan were described with some ecological notes. 

2, Egg: Pale green, nearly spherical in shape, rather swollen in lower hemisphere. 1.1mm in 
diameter and 1.1 mm in height. 
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3. Larvae: Pale brown in ground colour, cylindrical in shape with a pair of tail projections; a pair 

of processes on head ; final (7th) instar larva grown to 37 - 39 mm in length. 

Prominent characters of each instar larva are as follows: 

lst instar: Thorax and abdomen greenish, with reddish brown longitudinal lines; head with 
rounded processes ; apices of abdominal setae spherical. 

2nd instar: Head with a pair of pointed dorsal processes; abdomen with pale yellow band in 
subdorsal area. 

3rd instar: 4th abdominal segment with a dark brown patch on subdorsal area. 

4th instar : 1st to 6th abdominal segments with subdorsal dark brown patches, prothorax and 8th 
abdominal segment each with conspicuous black band. 

5th instar: Dark brown patches on 1st to 6th segments composed of a complicated dorsal pattern. 

6th instar: Each abdominal segment bearing a longitudinal wave-shaped yellow-brown band on 
subdorsal area, the band including a dark patch. 

7th (final) instar: A pair of dark brown patches on each abdominal segment connected to each 
other in several segments ; dorsal area of 4th abdominal segment reddish brown ; posterior part of 
abdomen greyish ; thoracic legs and prolegs dark brown; in subvental area, a dark brown band with 
the same coloured line internally. 
4. Pupa: Dark brown dorsally and pale brown ventrally ; 4th abdominal segment with a dorsal 

bow-shaped ridge, and 5th - 9th abdominal segments with paler straight ridges. 20 mm in length. 
5. This butterfly is univoltine and appears from June to July in the mountainous area of northern 

Taiwan, 500 - 1000 m in altitude. 
6. Some eggs were found on the undersides of young leaves of Miscanthus sinensis ANDERS. subsp. 

formosanus HACK., which is probably the main food plant of this butterfly in northern Taiwan. 
7. Adult sips tree juice, sometimes sucks water on the ground and visits flowers with lazy flight. 
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